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■ 染色データ

腸型マーカー 胃型マーカー

高分子量のO -結合型糖タンパク質  ムチン（MUC）
消化管組織などの粘液形質分類に有用

NEW PRODCUTS GUIDE

価格はメーカー希望小売価格で表示しております。なお、この価格には、消費税は含まれておりません。

■正常大腸：杯細胞の細胞質に陽性反応
　がみられる。

∗pH9 温浴処理（＋）  

■正常胃：幽門腺細胞の細胞質に陽性
　反応がみられる。

∗pH9 温浴処理（＋）  

■正常胃：腺窩上皮細胞（表層粘液細胞）
　の細胞質に陽性反応がみられる。

∗pH9 温浴処理（＋）  

使用キット：シンプルステインMAX-PO(MULTI)、DAB基質キット　∗： 抗原賦活化液pH9（Code:415201、415211）

前処理（抗原賦活化）として「抗原賦活化液pH9」（コード:415201またはコード:415211）を用いた温浴処理
が必要です。



■ 染色データ〈胃癌組織 3例〉

1

2

3

MUC2 MUC5AC MUC6

■ MUC2、MUC5AC、MUC6による粘液形質分類

□  MUC2　腸型マーカー   ：杯細胞の細胞質に陽性反応がみられます。

□  MUC5　胃型マーカー   ：腺窩上皮細胞（表層粘液細胞）の細胞質に陽性反応がみられます。

□  MUC6　胃型マーカー   ：頸部粘液細胞や幽門腺細胞、噴門腺細胞の細胞質に陽性反応がみられます。

ムチンの発現パターンにより、胃癌を 4つのタイプに分類できます (11)。

陰性（－） 陽性（＋） 陽性（＋）

陽性（＋） 陽性（＋） 陽性（＋）

陽性（＋） 陰性（－） 陰性（－）

＋：expression、－：no expression 

MUC2 MUC5AC MUC6MUC2 MUC5AC MUC6

参考文献(11)より引用、作図

胃型（G type） ー + (and/or)

胃腸混合型（GI type） ＋ + (and/or)

腸型（I type） ＋ ー ー

分類不能型（N type） ー ー ー

□ ムチン（MUC）とは
高分子量のO-結合型糖タンパク質で(1)、分泌型と膜結合型の２つに分類されます(2)。MUC2、MUC5AC、MUC6は、
分泌型ムチンに属し(3)、多くの臓器の上皮細胞で産生され、ゲルを形成することで粘膜表面を保護します(1)(4)。



Table 1. Immunohistochemical Mucins-Markers for IPMN /IOPN /ITPN Classification.

Types of Lesion Subtype MUC1 MUC2 MUC5AC MUC6
IPMN PB positive negative positive positive

INT negative positive positive negative
GAS negative negative positive negative

IOPN positive negative positive positive
ITPN positive negative negative positive

Abbreviations: IPMN: intraductal papillary mucinous neoplasm; IOPN: intraductal oncocytic papillary neoplasm;
ITPN: intraductal tubulo-papillary neoplasm; G: gastric; PB: pancreatico-biliary; INT: intestinal.

参考文献（14）よりTable 1.引用

※※参考〈 IPMN亜型分類 〉（15）

　　膵胆道型(pancreatobiliary type)：高度の異形成を伴う。浸潤癌との関連性が高い。

　　腸型(intestinal type)：大腸絨毛腺腫に類似し中等度から高度の異形成を伴う。

　　胃型(gastric type)：胃の腺窩上皮に類似し低度の異形成を伴う。浸潤癌との関連性が低い。

※参考〈腸上皮化生の分類〉（12）

　完全型腸上皮化生（Ⅰ型）：吸収細胞やパネート細胞、杯細胞など小腸に類似した細胞形態を示す。
　Ⅰ型とも呼ばれる。

　不完全型腸上皮化生（Ⅱ型・Ⅲ型）：円柱上皮細胞や杯細胞など胃と腸の混合表現型の細胞形態を示す。
　Ⅱ型・Ⅲ型とも呼ばれる。

■ 参考文献の紹介

＋：expression、－：no expression 

□ 胃の腸上皮化生とは、胃の粘膜上皮が組織学的に腸粘膜に似た上皮に置き換わる変化のことで、胃の発癌に
おけるプロセスで生じる病変の1つとして知られ、完全型（Ⅰ型）※と不完全型（Ⅱ型・Ⅲ型）※に分類する
ことが可能です。正常胃粘膜を対照に、これらの腸上皮化生におけるムチン（MUC1、MUC2、MUC5AC、
MUC6）の発現パターンの検討を行ったところ、腸上皮化生の分類別に正常胃粘膜とは異なる主要な二つの
発現パターンが報告されています(12)。

□ 膵管内腫瘍は、膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）、膵管内オンコサイト型乳頭状腫瘍（IOPN）、膵管内乳頭管状
腫瘍（ITPN）に分類されており、IPMNについてはさらに3つの亜型※※に分類されています(13)。これらの
分類別にムチンの様々な染色パターンが認められています(14)。

□ ムチンの発現における大腸癌患者の予後への影響について、大腸癌の組織マイクロアレイを用いてムチン
（MUC1、MUC2、MUC5AC、MUC6）の免疫組織化学染色による分析を行なったところ、MUC1の発現に
おいては予後に影響を与えませんでした。一方で、MUC2の発現喪失においては病期ステージⅡ・Ⅲの
大腸癌で予後不良の予測因子であること、また、MUC5ACや特にMUC6の高発現においては良好な予後に
関連することが報告されています(5)。

参考文献（12）より引用、作図

MUC2 MUC5AC MUC6MUC2 MUC5AC MUC6

正常　胃粘膜 ー

完全型腸上皮化生（Ⅰ型） ＋

＋ ＋

MUC2MUC1

＋

不完全型腸上皮化生（Ⅱ型、Ⅲ型） ＋ ＋ ＋ low＋

ー
（rare +）

ー
（rare +）

ー
（rare +）



418361　抗MUC2モノクローナル抗体（MRQ-18）
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418381　抗MUC6モノクローナル抗体（MRQ-20）
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ヒトMUC2タンパク質と特異的に反応する。ムチン（MUC）は高分子量のO-結合型糖タンパク質で（1）、分泌型と膜結合型の
２つに分類される（2）。MUC2は、分泌型ムチンに属し（3）多くの臓器の上皮細胞で産生され、ゲルを形成することで粘膜表面
を保護する（1）（4）。正常では、大腸や小腸の杯細胞（2）（5）の細胞質に発現がみられる。また、バレット食道（6）、胃の腸上皮
化生（7）などに発現がみられることがある。腫瘍では、胃癌（7）や大腸癌（2）（3）（5）、膵管内乳頭粘液性腫瘍（8）などに発現が
みられることがある。MUC2は腸型マーカーとして利用されており、胃型マーカーであるMUC5ACやMUC6などと併用した
免疫組織化学染色は、胃（9）や膵臓（8）などの腫瘍の粘液形質発現に基づく組織型分類に有用である。

ヒトMUC5ACタンパク質と特異的に反応する。ムチン（MUC）は高分子量のO-結合型糖タンパク質で（1）、分泌型と膜結合型の
２つに分類される（2）。MUC5ACは、分泌型ムチンに属し（3）多くの臓器の上皮細胞で産生され、ゲルを形成することで粘膜
表面を保護する（1）（4）。正常では、胃の腺窩上皮細胞（表層粘液細胞）（3）（9）の細胞質に発現がみられる。また、バレット食道（6）、
胃の腸上皮化生（9）などに発現がみられることがある。腫瘍では、胃癌（7）や大腸癌（2）（3）（5）の一部や膵管内乳頭粘液性腫瘍（8）

などに発現がみられる。MUC5ACは胃型マーカーとして利用されており、MUC2（腸型マーカー）やMUC6（胃型マーカー）
などと併用した免疫組織化学染色は、胃（9）や膵臓（8）などの腫瘍の粘液形質発現に基づく組織型分類に有用である。

ヒトMUC6タンパク質と特異的に反応する。ムチン（MUC）は高分子量のO-結合型糖タンパク質で（1）、分泌型と膜結合型の
２つに分類される（2）。MUC6は、分泌型ムチンに属し（3）多くの臓器の上皮細胞で産生され、ゲルを形成することで粘膜表面を
保護する（1）（4）。正常では、胃の頸部粘液細胞や幽門腺細胞、噴門腺細胞、十二指腸のブルンナー腺細胞などの細胞質に発現
がみられる（10）。また、バレット食道（6）、胃の腸上皮化生（9）などに発現がみられることがある。腫瘍では、胃癌（7）（10）や
大腸癌（3）（5）（10）、膵管内乳頭粘液性腫瘍（8）などに発現がみられることがある。MUC6は胃型マーカーとして利用されており、
MUC2（腸型マーカー）やMUC5AC（胃型マーカー）などと併用した免疫組織化学染色は、胃（9）や膵臓（8）などの腫瘍の粘液形質
発現に基づく組織型分類に有用である。
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■ 特異性および抗原分布

■ 参考文献


